
Ⅰ．ゲージ不変性について

ゲージ不変性 → 標準理論の要

ゲージ不変性＋ヒッグス機構 → 現実世界を記述する理論の完成

ゲージ不変性 → 波動関数の位相不変性
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Ⅱ．大域的ゲージ不変性

ネーターの定理  連続的変換に対して物理が不変であると、それに対応した保存量がある
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￡ には  の項はないので の項は寄与しない。

オイラー・ラグラジアン方程式から
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Ｑはバリオン数（レプトン数）を示す。

（結論）大域的ゲージ不変ならば電気量は保存される。

電気量保存則はゲージ対称性から導かれる。


